
一
代
雑
種
の
利
点

固
定
種
が
一
代
雑
種
に
代
わ
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
利
点
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ

の
利
点
と
は
、
①
揃そ
ろ

い
が
よ
い
、
②
強
健

で
作
り
や
す
い（
病
気
に
強
い
）、
③
収
量

が
多
い
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
代
雑
種
に
は
、
そ
の
大
き
さ
や
耐
性
、

収
量
性
な
ど
の
点
で
、
両
親
の
い
ず
れ
を

も
し
の
ぐ
特
性
の
あ
る
こ
と
が
、
古
く
か

ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
性
質
は
１
９
１
４
年
に
シ

ュ
ル
に
よ
っ
て
「
雑
種
強
勢
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
図
に
示
す
よ
う
に
、
一
代

雑
種
（
交
雑
第
一
代
）
Ａ
Ｂ
は
、
穂
、
植

物
体
と
も
に
両
親
Ａ
、
Ｂ
の
い
ず
れ
よ
り

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
代
雑
種
に

現
れ
る
雑
種
強
勢
の
程
度
は
、
縁
の
遠
い

親
の
組
み
合
わ
せ
ほ
ど
強
く
現
れ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
よ
り
高
い
能
力
を
持
つ
親

の
育
成
と
、
よ
り
大
き
な
雑
種
強
勢
を
示

す
親
の
組
み
合
わ
せ
を
得
る
こ
と
が
育
種

目
的
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
親

に
異
な
る
種
類
の
特
性
を
持
た
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
複
合
し
た
特
性
を
持
つ
能
力

の
高
い
一
代
雑
種
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
一
代
雑
種
育
種
は
多
く
の
優
れ
た

利
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
代
雑
種
の
作
出
法

Ａ
品
種
の
雌
し
べ
に
Ｂ
品
種
の
花
粉
が

着
い
て
受
精
す
れ
ば
、
一
代
雑
種
Ａ
Ｂ
の

種
子
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
際
、
ト
マ
ト
、

ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
の
花
の
よ
う
に
、

雌
し
べ
と
雄
し
べ
か
ら
な
る「
両
性
花
」で

は
、
Ａ
品
種
は
開
花
前
に
雄
し
べ
を
除
去

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
除じ

ょ

雄ゆ
う

」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
風
や
ミ
ツ
バ

チ
な
ど
昆
虫
に
よ
っ
て
Ｂ
品
種
以
外
の
花

粉
が
つ
か
な
い
よ
う
に
袋
を
被
せ
て
完
全

に
隔
離
し
ま
す
。
袋
は
開
花
日
に
Ｂ
品
種

の
花
粉
を
着
け
る
（
人
工
交
配
す
る
）
時

の
み
は
ず
し
、
受
精
し
て
果
実
・
莢
が
肥

大
す
る
ま
で
隔
離
し
て
お
き
ま
す
。

一
方
ス
イ
カ
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
は
「
単た
ん

性せ
い

花か

」
と
い
っ
て
、
同
じ
株
に
雌
花
（
花

下
部
に
幼
果
が
あ
る
）
と
雄
花
が
別
々
に

着
生
し
て
い
る
も
の
の
場
合
は
除
雄
の
必

要
は
な
く
、
袋
掛
け
の
み
で
済
み
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
代
雑
種
種
子
の

生
産
に
は
熟
練
し
た
技
術
と
、
多
く
の
労

力
を
必
要
と
す
る
の
で
、
種
子
代
が
高
く

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
１
交
配
当
た
り
の
種

子
量
が
数
百
と
多
い
ス
イ
カ
な
ど
は
経
済

採
種
が
可
能
で
す
が
、
数
粒
〜
数
十
粒
と

少
な
い
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
な
ど
で
は
、

人
工
交
配
に
よ
る
経
済
採
種
は
困
難
と
い

え
ま
す
。

一
代
雑
種
育
種
法
の
発
達

わ
が
国
で
は
大
正
末
期
ご
ろ
か
ら
、
果

菜
類
に
つ
い
て
、
人
工
交
配
に
よ
る
一
代

雑
種
に
関
す
る
研
究
と
品
種
育
成
が
国
・

公
立
研
究
機
関
を
中
心
に
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
民
間
育
種
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
一
代
雑
種
の
実
用
化
は
昭
和
初
期
か

ら
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
、
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
大
量
採
種
が
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　　　　　　 その1 
一代雑種育種とは 
　野菜品種は固定品種時代から一代雑種（F1）品種

時代になって、半世紀余になります。現在、野菜の栽

培品種は、一部の例外を除き、大半が一代雑種でな

いと通用しないほどになっています。一方、古くから

の品種や地方品種は固定種で、家庭菜園や地域の特

産品として栽培されています。レタスやマメ類など

一代雑種の実用化が困難な作物も固定種で占めら

れていますが、これら作物においても一代雑種品種

化の可能性を追求する研究が進められています。 

～原点とのふれあい～ ～原点とのふれあい～ 
（元 農水省野菜・茶業試験場育種部部長） 

筆者略歴 j川宏昭　農学博士
1965年　静岡大学農学部卒　
1965年　農林省園芸試験場 盛岡支場研究員
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園芸学会賞を受賞　
1983年　農林水産省北海道農業試験場 作物開発部 園芸第二研究室長　
1986年　農林水産省野菜・茶業試験場 野菜育種部 育種第４研究室長　
1992年　同野菜育種部部長　
2001年　タキイ種苗（株）研究農場 研究顧問

現在に至る

筆者紹介

連載を始めるにあたり

この１年間、大学卒業

後今日まで、一貫して野

菜の育種にかかわる中で、

体得した野菜と育種に関

する体験と育種の原点に

かかわる部分を探り、思

いのまま紹介させていた

だきます。皆様の野菜と

育種へのご関心、そして

ご理解を深めていただく

ことになれば幸いです。
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困
難
で
そ
の
普
及
は
限
ら
れ
ま
し
た
。
本

格
的
な
普
及
は
戦
後
の
１
９
５
５
（
昭
和

30
）
年
ご
ろ
か
ら
に
な
り
ま
す
。

第
１
表
に
一
代
雑
種
品
種
の
採
種
法
と

実
用
化
さ
れ
て
い
る
野
菜
に
つ
い
て
示
し

ま
し
た
。
採
種
法
に
つ
い
て
は
人
工
交
配

法
の
ほ
か
に
、
自
家
不
和
合
性
、
雄ゆ

う

性せ
い

不ふ

稔ね
ん

性せ
い

、
雌
性
系
を
利
用
し
た
採
種
法
が
あ

り
ま
す
。
後
の
３
法
は
、
人
工
交
配
法
の

除
雄
作
業
が
不
要
で
自
然
採
種
で
き
る
方

法
で
あ
る
た
め
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
困
難
と
さ
れ
た
多
く
の
野
菜
で

経
済
採
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

自
家
不
和
合
性
は
、
両
性
花
に
お
い
て

雌
し
べ
と
雄
し
べ
は
正
常
に
機
能
し
ま
す

が
、
自
己
の
花
粉
が
雌
し
べ
に
つ
い
た
場

合
は
種
子
が
実
ら
ず
、
他
品
種
の
花
粉
が

つ
い
た
場
合
に
種
子
、
す
な
わ
ち
一
代
雑

種
種
子
が
実
る
性
質
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

自
家
不
和
合
性
の
Ａ
品
種
を
Ｂ
品
種
と
混

植
す
る
と
、
Ａ
品
種
の
株
に
一
代
雑
種
Ａ

Ｂ
種
子
が
で
き
ま
す
。
Ｂ
品
種
も
自
家
不

和
合
性
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
品
種
の
株
か
ら
も

一
代
雑
種
Ａ
Ｂ
種
子
が
得
ら
れ
る
の
で
、

採
種
量
は
倍
に
な
り
ま
す
。
こ
の
性
質
は

ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど

の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
自
家
不
和
合
性
利
用
の
一
代
雑
種
採
種

技
術
は
、
タ
キ
イ
種
苗
で
確
立
さ
れ
た
世

界
に
誇
り
う
る
技
術
の
ひ
と
つ
で
す
。

雄
性
不
稔
性
に
は
、
細
胞
質
と
核
遺
伝

子
が
関
与
す
る
も
の
、
核
遺
伝
子
の
み
関

与
す
る
も
の
、
細
胞
質
の
み
関
与
す
る
も

の
の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

両
性
花
の
雌
し
べ
は
機
能
が
正
常
で
、
雄

し
べ
は
機
能
が
異
常
で
花
粉
が
で
き
な
い

性
質
を
持
っ
て
お
り
、
他
品
種
Ｂ
と
の
混

植
に
よ
っ
て
、
一
代
雑
種
種
子
が
得
ら
れ

ま
す
。
細
胞
質
雄
性
不
稔
性
を
利
用
し
た

タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
一
代
雑
種
採
種

技
術
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
開
発
さ
れ
て
以
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第１表　一代雑種品種の採種法と実用化されている野菜　 
採種法 アブラナ科 その他 

※（　）は将来実用化が見込まれる作目 

ウリ科 

雌性系利用 

人工交配 

雄性不稔性 
利用 

核遺伝子 
＋細胞質 

細胞質 

核遺伝子 

自家不和合性利用 

スイカ、キュウリ、 
メロン、カボチャ 

（スイカ） 

ナス科 
トマト、ナス、 
ピーマン 

（ピーマン） （ツケナ、カブ） 

ダイコン、キャベツ、 
ブロッコリ、 
カリフラワー、 
（ハクサイ） 

ハクサイ、キャベツ、 
ブロッコリ、カリフラワー、 
カブ、ダイコン 

タマネギ、ネギ、 
ニンジン、セルリ一 
 

ネギ、シュンギク、 
（レタス） 

ホウレンソウ 

× × 

・より高い能力を持つ親の育成 
・より大きな雑種強勢を示す親の組み合わせ 
　　　　　　  を探ることが… 
　　　　　育種目的のひとつです 

AB CD

A B C D

図　トウモロコシにおける雑種強勢（ホルト.1959） 

穂 植物体 

親B親A 一代雑種AB 親A 親B一代雑種AB



来
、
こ
の
分
野
の
育
種
が
進
み

ま
し
た
。
現
在
、
多
く
の
野
菜

で
雄
性
不
稔
性
を
利
用
し
た
一

代
雑
種
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は

雌
花
ば
か
り
の
雌
性
株
、
雄
花

ば
か
り
の
雄
性
株
、
雌
花
と
雄

花
が
混
在
し
、
雌
花
割
合
の
高

い
雌
性
間
性
株
と
雄
花
割
合
の

高
い
雄
性
間
性
株
に
大
別
さ
れ
、

通
常
は
こ
れ
ら
の
株
が
混
在
し

て
い
ま
す
。
一
代
雑
種
種
子
は
、

育
種
選
抜
で
作
出
さ
れ
た
雌
性

株
系
統
を
親
に
し
て
、
他
品
種

と
の
混
植
に
よ
っ
て
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

自
家
不
和
合
性
、
雄
性
不
稔

性
、
雌
性
株
を
利
用
し
た
採
種

法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
備

え
た
親
品
種
（
系
統
）
の
選
抜

・
育
成
、
親
系
統
そ
の
も
の
の

維
持
・
増
殖
技
術
の
確
立
、
親

系
統
の
高
い
交
雑
組
み
合
わ
せ

能
力
の
検
索
と
効
率
的
な
採
種

技
術
が
相
伴
っ
て
、
実
用
化
が

可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

ら
の
技
術
は
複
雑
で
専
門
的
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
の
説

明
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

一
代
雑
種
品
種
の

育
成
・
普
及

一
代
雑
種
品
種
の
普
及
が
盛
ん
に
な
り

始
め
た
１
９
６
０
〜
１
９
7
０
年
ご
ろ
の

育
成
状
況
を
、
日
本
と
欧
米
で
比
較
し
ま

し
た（
第
２
表
）
。
欧
米
と
日
本
の
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
が
異
な
る
た
め
、
直
接
比
較
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
日
本
は
果
菜
類
と
ア
ブ
ラ

ナ
科
野
菜
を
中
心
に
一
代
雑
種
品
種
の
割

合
が
欧
米
よ
り
も
高
く
、
ま
た
欧
米
で
は

会
社
間
差
が
あ
る
も
の
の
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ

ン
ジ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
で
一
代
雑
種
品

種
の
割
合
が
日
本
よ
り
高
か
っ
た
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

自
家
不
和
合
性
利
用

一
代
雑
種
採
種
技
術
の
確
立

タ
キ
イ
種
苗
の
伊
藤
庄
次
郎
、
治
田
辰

夫
ら
に
よ
っ
て
世
界
で
最
初
に
確
立
さ
れ

た
技
術
で
、
両
親
と
す
る
二
つ
の
系
統
の

混
植
・
自
然
受
粉
に
よ
る
一
代
雑
種
の
育

成
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
親
系
統
の
維
持

・
増
殖
は
蕾
受
粉
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
、

こ
の
技
術
で
実
用
化
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
世
界
初
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
の
一
代
雑
種
、
キ
ャ
ベ
ツ
「
長
岡
交
配

一
号
甘
藍
」（
昭
和
24
年
）
や
、
ハ
ク
サ
イ

「
長
岡
交
配
一
号
白
菜
」（
昭
和
25
年
）、
ダ

イ
コ
ン
「
長
岡
交
配
春
蒔
み
の
早
生
」（
昭

和
36
年
）、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
「
長
岡
交
配
中
晩

生
緑
」（
昭
和
38
年
）、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
「
長

岡
交
配
ス
ノ
ー
キ
ン
グ
」「
長
岡
交
配
ス
ノ

ー
ク
イ
ン
」（
昭
和
44
年
）
な
ど
が
タ
キ
イ

種
苗
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
も

関
心
が
高
ま
り
、
伊
藤
、
治
田
両
氏
の
学

位
論
文
が
海
外
で
そ
れ
ぞ
れ
英
訳
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
一
代
雑

種
化
が
世
界
的
に
進
み
ま
し
た
。

512004．1．園芸新知識

第２表　欧米の種苗会社カタログにおける主要野菜の総品種数と一代雑種（F1）品種の割合（1973） 
　　   　および「蔬菜の新品種」（1960～1974）に掲載された日本の総品種数とF1品種の割合 
 
主要野菜 科名 

ナス科 
 
 

ウリ科
 

 
 
 

アブラナ科 
 

イネ科 
アカザ科 
セリ科 
ユリ科 

合計品種数・F１％ 

アメリカ 
A～E5社 

201 
80 
17 
131 
92 
114 
86 
109 
8 
 

102 
60 
39 
190 
1229

総 
19 
  4 
29 
44 
  7 
25 
  9 
25 
13 
 
85 
30 
28 
49 
31

F1％ 同5社の範囲 
  0～50 
  0～14 
    0～100 
  15～100 
    0～100 
  4～88 
    0～100 
  0～35 
  0～25 
　 

  81～100 
17～50 
17～50 
20～59

イギリス 
F社 

総 
  23 
    3 
    1 
  14 
    0 
  17 
    8 
  28 
    1 
  
    4 
    8 
  11 
  14 
132

F1％ 
35 
33 
0 
29 
－ 
12 
13 
7 
0 
 

75 
0 
0 
0 
16

オランダ 
G社 

総 
40 
5 
4 
28 
0 
0 
1 
28 
2 
 
5 
9 
16 
19 
157

F1％ 
43 
0 
0 
57 
－ 
－ 
0 
0 
0 
 

100 
22 
0 
5 
26

フランス 
H社 

11 
5 
4 
11 
2 
9 
9 
24 
1 
 
1 
5 
14 
16 
112

総 
27 
20 
50 
18 
0 
22 
0 
13 
0 
 
0 
20 
0 
6 
13

F1％ 

日　本 
蔬菜の新品種に掲載品種＊ 

142 
68 
39 
209 
89 
28 
82 
179 
121 
57 
 

28 
29 
31 

1102

総 
92 
94 
72 
96 
98 
82 
93 
98 
99 
60 
 

46 
14 
42 
88

F1％ 同II－VI巻の範囲 
79～100 
88～100 
33～100 
90～100 
93～100 
67～100 
79～100 
90～100 
97～100 
0～95 
 

  0～100 
0～33 
0～75

＊ ： 「蔬菜の新品種」II巻（1960年）～VI巻（1974年）に掲載された品種　　 　（欠）：該当項目なし 

トマト 
ピーマン 
ナス 
キュウリ 
スイカ 
カボチャ 
メロン 
キャベツ 
ハクサイ 
ダイコン 

スイートコーン 
ホウレンソウ 
ニンジン 
タマネギ 

（欠） （欠） （欠） 
（欠） 

（欠） 

↑正常花 ↑雄性不稔花

タマネギの花球と小花

5

4

葯 

花糸 

子房 

花被 

雌ずい 



ま
た
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
開
発
さ
れ
た

タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
細
胞
質
雄

性
不
稔
性
利
用
の
一
代
雑
種
採
種
技
術
を

い
ち
早
く
導
入
し
、
わ
が
国
初
の
一
代
雑

種
、
タ
マ
ネ
ギ「
長
岡
交
配
Ｏ
・
Ｙ
黄
」（
昭

和
37
年
）や
ニ
ン
ジ
ン「
長
岡
交
配
向
陽
五

寸
」（
昭
和
40
年
）
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

タ
キ
イ
種
苗
は
、
１
９
９
３
年
に
は
農
業

試
験
研
究
１
０
０
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
「
野
菜
に
お
け
る
一
代
雑
種
育
種
法

の
確
立
」
の
功
績
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

採
種
技
術
開
発
の
原
点

こ
の
世
界
的
な
自
家
不
和
合
性
を
利
用

し
た
採
種
技
術
の
開
発
が
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
進
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
原
点
に
つ

い
て
は
、
渡
辺
頴
二
著
「
天
職
に
生
き
る
」

か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
渡
辺

氏
は
わ
が
国
の
ハ
ク
サ
イ
育
種
の
発
展
に

寄
与
し
た
三
大
基
本
系
統
の
ひ
と
つ
、
松

島
系
統
の
育
成
者
で
、
渡
辺
採
種
場
の
初

代
社
長
で
す
。
氏
は
、
大
正
10
年
代
に
、

ハ
ク
サ
イ
種
子
の
中
国
か
ら
の
輸
入
販
売

か
ら
採
種
販
売
に
転
じ
ら
れ
ま
し
た
。
昭

和
の
初
め
に
、
種
子
販
売
業
の
タ
キ
イ
種

苗
が
、
渡
辺
採
種
場
の
極
早
生
の
ハ
ク
サ

イ
品
種
を
全
量
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

年
々
伸
び
る
需
要
の
増
加
に
追
い
つ
か
ず
、

ま
た
渡
辺
採
種
場
で
は
選
抜
淘
汰
を
進
め

す
ぎ
で
純
度
が
高
ま
っ
た
反
面
、
種
子
生

産
が
低
下
す
る
問
題
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
多
少
揃
い
が
落
ち
て
も
我
慢
す

る
と
の
了
解
の
も
と
に
、
渡
辺
採
種
場
で

は
や
や
異
な
る
系
統
を
半
分
混
植
し
て
量

産
を
図
ら
れ
た
結
果
、
種
子
稔
実
性
が
急

に
回
復
し
、
量
産
が
で
き
、
か
つ
そ
の
種

子
を
播
種
し
て
得
た
株
は
揃
い
も
早
生
性

も
劣
る
こ
と
な
く
明
ら
か
に
大
型
株
と
な

っ
て
著
し
く
増
収
す
る
こ
と
が
分
か
り
、

タ
キ
イ
種
苗
の
人
気
商
品
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。
タ
キ
イ
種
苗
の

瀧
井
治
三
郎
社
長
（
当
時
）
が
渡
辺
頴
二

氏
の
助
言
も
あ
っ
て
昭
和
10
年
に
研
究
農

場
を
開
設
さ
れ
、
世
界
的
に
有
名
な
禹
長

春
氏
を
初
代
場
長
に
迎
え
ら
れ
、
育
種
研

究
に
メ
ス
を
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

２
代
目
場
長
・
伊
藤
庄
次
郎
、
３
代
目
場

長
・
治
田
辰
夫
氏
の
優
れ
た
業
績
と
な
っ

て
表
れ
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
作
物
の
自
家
不
和

合
性
は
昭
和
５
年
に
埼
玉
農
業
試
験
場
の

柿
崎
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
ま
た
自
家

不
和
合
性
利
用
一
代
雑
種
の
優
秀
性
は
昭

和
15
年
に
篠
原
拾
喜
氏
に
よ
る
わ
が
国
最

初
の
一
代
雑
種
「
ス
テ
キ
甘
藍
」
で
証
明

さ
れ
、
関
心
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、

「
ス
テ
キ
甘
藍
」
は
自
家
不
和
合
性
の
親

を
挿
し
木
で
増
や
す
方
法
で
あ
っ
た
た
め
、

採
種
効
率
が
低
く
あ
ま
り
普
及
せ
ず
に
終

わ
っ
た
よ
う
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
大
き
な
技
術
開

発
の
原
点
は
採
種
の
本
道
か
ら
は
ず
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
特
性
を

見
逃
さ
ず
、
そ
の
重
大
性
を
認
識
し
て
研

究
開
発
に
打
ち
込
ま
れ
た
諸
先
輩
の
洞
察

力
と
研
鑽
・
努
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
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↑伊藤庄次郎博士（左）と治田辰夫博士（右）
のF１育種に関する学位論文

↑タキイ種苗初代社長
瀧井治三郎

「長岡交配一号甘藍」「長岡交配春蒔みの早生大根」「長岡交配中晩生緑花椰葉」

「長岡交配向陽五寸人参」

「長岡交配スノークイン」
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